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嘉田知事を講師に招き「医学特論」を開講 
滋賀医科大学は、吉川隆一学長の任期
満了に伴う次期学長選考において、平
成１９年１２月１９日に学長選考会議
を開催し、馬場忠雄理事（教育等担
当）・兼副学長を次期学長就任予定者
として決定しました。 
任期は、平成２０年４月から平成２６
年３月までの６年間です。 
 
身を乗り出して学生へ質問す
る嘉田知事 
滋賀医科大学では、医学科第１学
年を対象に、医学特論（現代医学
のトピックス）として医学・生命
科学等の分野で活躍されている
方々を講師として招き講演いただ
いておりますが、本年度第２回目
の講義として、嘉田 由紀子 滋賀
県知事をお招きし開催いたしまし
た。 
１２月７日（金）午後４時２０分
から本学臨床講義棟臨床講義室３
において開催した講義では、学生
８６名と教職員約５０名を前に、
「琵琶湖がつなぐ人と自然」と題
して、琵琶湖と人の関わり、琵琶
湖を取り巻く環境問題、さらに現
在の滋賀県の課題について、講演
いただきました。 
学生らは時折なされる知事からの
質問に慌てる場面もありました
が、普段テレビや新聞記事でしか
接することのない知事の講演に、
熱心に聞き入っていました。 
【略歴】 
昭和３９年京都府立医科大学卒業。 
昭和４４年京都府立医科大学大学院終了。 
京都府立医科大学助手、滋賀医科大学講
師、助教授、教授、副学長などを経て、平成
１６年国立大学法人滋賀医科大学理事（教
育等担当）・兼副学長。 
専門は内科・消化器病学。 
2008.01.25 平成 20年 第 1 号
滋賀医大ニュースレター 
次期学長に馬場忠雄理事を選出 
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都市エリア産学官連携促進事業（発展型） 
－びわこ南部エリア－ キックオフ・フォーラムが開催 
本学からは、外科学講座谷教
授、ＭＲ医学総合研究センタ
ー犬伏教授が発表 
滋賀県が、平成１９年度から３年
間の計画で文部科学省都市エリア
産学官連携促進事業（発展型）の
選定を受け、びわこ南部エリアで
新しい診療システムの開発事業を
開始しました。そのスタートにあ
たり、キックオフ・フォーラム
が、平成１９年１２月４日に琵琶
湖ホテルで行われました。 
滋賀県産業支援プラザが主催し、
文部科学省・滋賀医科大学・立命
館大学後援で、県内企業等を対象
に、「患者負担軽減のためのオン
サイト診療システムの開発」にか
かる事業内容・研究概要・共同研
究テーマ説明がありました。 
本学からは、外科学講座谷教授が
「体腔鏡手術ロボティック技術の
開発研究」について、ＭＲ医学総
合研究センター犬伏教授が「ナノ
粒子診断技術の開発研究」につい
て、共同研究のテーマ説明を行い
ました。 
全人的医療を考える市民・学生参加のシンポジウムを開催 
平成１７年度に文部科学省から医
療人ＧＰとして採択された「一般
市民参加型全人的医療教育プログ
ラム」のプロジェクトの一つとし
て、去る１２月１１日（火）に、
「第４回全人的医療を考える市
民・学生参加シンポジウム」を本
学臨床講義棟で開催しました。 
 
当日は、これまで医療人ＧＰのプ
ログラムとして行ってきた「患者
様訪問実習」について、４組の学
生グループから発表があり、一般
市民、学生、全人的医療推進審査
委員、合わせて３００人を超える
投票により１組のグループが選ば
れ、吉川隆一学長から全人的医療
推進賞が贈られました。 
その後、英国セント・アンドルー
ス大学 トレヴァー・ジョン・ギッ
ブス教授から「全人的医療 全て
の医療人の核心となる能力」と題
して講演があり、全人的医療の推
進策等について熱心な意見交換が
行われました。 
外国人留学生の研修バス旅行で県内名所を訪問 
水郷めぐりで舟こぎを体験 
本学では、１１月１３日（火）に
留学生等を対象とした研修旅行を
実施しました。 
今回は、地元滋賀県のよいところ
を知っていただこうと、紅葉で有
名な湖東三山の１つ「百済寺」
と、「近江八幡水郷めぐり」、
「琵琶湖博物館」を訪れました。
百済寺では、ご住職の丁寧な説明
と、美しいお庭、紅葉を満喫し、
水郷めぐりでは、ヨシの群生地を
静かに流れ、ゆっくりした時間を
過ごしました。 
琵琶湖博物館では滋賀県の 6分１
をしめる琵琶湖の自然を再認識す
るよい機会となり、有意義な研修
旅行となりました。 
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名神高速道路合同防災訓練に附属病院のＤＭＡＴが参加 
真剣な表情で訓練に挑む附属
病院ＤＭＡＴメンバー 
平成２０年２月に一部開通予定の
新名神高速道路にて、１１月２２
日に合同防災訓練が行われ、本学
附属病院からＤＭＡＴ（災害派遣
医療チーム）隊員５名が参加しま
した。 
この訓練は、名神高速道路上での
多重玉突き事故を想定して、湖
南・大津・甲賀・東近江・京都の
各消防本部等、滋賀医大附属病院
ＤＭＡＴ、高速道路交通警察隊、
ＮＥＸＣＯ西日本等が連携して行
いました。滋賀医大附属病院ＤＭ
ＡＴは、負傷者への緊急処置や救
急隊への搬送指示等の訓練にあた
りました。 
ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）
とは、天災や事故などの大規模災
害が起こったときに被災地に迅速
に駆けつけ、現場で救急医療や病
院への搬送、災害拠点病院での医
療支援等を行うために専門的な訓
練を受けて結成された医療チーム
のことです。本学附属病院では平
成１８年度に発足以来、出動要請
に備えています。 
 
平成１９年度 研究動物慰霊式を執り行いました 
１１月６日午後３時より、滋賀医
科大学管理棟３階大会議室にて、
平成１９年度研究動物慰霊式を執
り行いました。 
雨天のため室内でおこなわれた慰
霊式には学長、副学長始め８５名
が出席し、出席者全員による黙祷
を行った後、動物生命科学研究セ
ンター長の小笠原一誠教授、利用
者会議議長の山本好男講師より慰
霊の辞がのべられ、全員が献花を
行い、厳粛のうちに終了しまし
た。 
全員で黙祷及び献花を行いま
した 
ハルピン医科大学の楊宝峰学長に名誉博士の称号を授与 
称号授与式の様子 
１１月２日（金）管理棟大会議室
において滋賀医科大学名誉博士の
称号授与式が行われ、関係者列席
のもと、学長から哈爾浜（ハルピ
ン）医科大学の楊宝峰学長に対し
て名誉博士記及び記念品が贈呈さ
れました。 
名誉博士の称号は、学術文化や国
際学術交流の発展に特に顕著な功
労があり、本学の教育研究上多大
な功績があった方を対象とするも
ので、本学との国際学術交流に多
大な貢献を賜った哈爾浜医科大学
の楊宝峰学長に名誉博士の称号が
授与されました。また、同会場で
は称号授与式に引き続き、楊学長
による「Research on Novel 
Targets Regulating Cardiac 
Ischemic Arrhythmias」と題した
記念講演会が行なわれました。 
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「若鮎祭」（学園祭）を開催 
第３３回若鮎祭が、平成１９年１
０月２７日（土）、２８日（日）
の両日にわたって開催されまし
た。今年は「ＳＵＭＳパーク」を
テーマに、学生と地域住民が一緒
になって楽しめるテーマパークを
演出しました。 
滋賀医科大学キャンパス内の各会
場では、お笑いライブ、模擬店、
フリーマーケット等が繰り広げら
れ、健康チェック・測定コーナ
ー、白衣を着て医師・看護師体験
など、医科大学ならではの企画も
好評でした。 
臨床講義室では、アフガン難民の
診療に携わる中村哲医師を迎えて
「医は国境を越えて～アフガニス
タンの診療現場から～」と題した
講演会を開催しました。会場は約
２３０名の参加者で埋めつくさ
れ、講演のすばらしい内容に大盛
況でした。 
初日は残念ながら雨天となりまし
たが、２日目は朝から好天に恵ま
れ、地域のみなさまをはじめ多く
の方々にご来場いただきました。
メインステージのお笑いライブで
盛り上がりは最高潮となり、無事
にフィナーレを迎えて第３３回の
若鮎祭の幕が閉じられました。 
 
会場内の様子 
水上ステージの様子 
左：中村哲医師の講演会 
右：ふれあい動物園 
高校生らを対象に体験授業を実施 
大学の講義を体験する高校生 
 
学園祭「若鮎祭」期間中の１０月
２７日（土）に、精神医学講座 山
田尚登教授を講師に「眠りの不思
議」というテーマで体験授業を開
催しました。当日は、県内外から
高校生、保護者等合わせて約５０
名の参加がありました。 
アンケートの結果から「睡眠」と
いう身近でありながら知らないこ
との多いテーマを、熱心に興味深
く受講していたように思われまし
た。 
また、パワーポイントのカラーの
図や表、動画を使用した講義は、
高校生にも大変わかりやすくてよ
かったとの意見が多く、「学生に
なって先生の講義を受けたい」、
「大学に入って睡眠学について学
びたい」という意見も多数ありま
した。 
  
- 5 -
国立大学法人 滋賀医科大学 077-548-2011 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
オープンホスピタル 2007 を開催 
附属病院看護部では、初の試みと
して「オープンホスピタル 2007」
を 10月 28 日（日）10時～15時、
新Ｄ病棟６階において開催しまし
た。 
家庭の事情で職を離れている看護
師（潜在看護師）の医療現場への
復帰を後押しする狙いで開催した
もので、当日は看護学生、潜在看
護師、一般の方ら 30名余りの参加
がありました。 
各ブースでは、看護部の紹介の他、
本院の専門看護師、認定看護師ら
14名によるリエゾン、重症ケア、救
急、がん化学療法、リンパドレナージ
ュ、褥瘡・人工肛門等ケア、感染管
理、不妊症看護の紹介、体験指導を
行ないました。 
参加者からは、新しい病棟、生き生き
とした職員の姿、専門的で実際的な
技術、夜勤のない病棟勤務などに対
して期待の声をいただき、本院看護
部を知っていただくよい機会となりま
した。 
潜在看護師の復帰を後押しす
ることを目的に開催しました
第３３回 解剖体慰霊式を執り行いました 
学生の解剖実習に献体いただ
いた御霊のご冥福をお祈りし
ました 
１０月２２日（月）午前１０時か
ら本学体育館において、ご遺族、
ご来賓、しゃくなげ会会員及び教
職員・学生６００余名の参列の下
に、第３３回滋賀医科大学解剖体
慰霊式を執り行いました。このた
びは系統解剖５６霊、病理解剖２
３霊、法医解剖８６霊、計１６５
霊を新たにお祀りし御霊のご冥福を
お祈りしました。 
慰霊式では、出席者全員で御霊に黙
祷を捧げ、諸霊法名拝誦、吉川学長
及び学生代表による慰霊の辞、山中
しゃくなげ会理事長の献辞、出席者
全員による献花が行われました。 
最後に、ご遺族の代表の挨拶に続
き、本学教授代表として社会医学講
座の西教授からご挨拶があり、閉式
となりました。 
一般市民を対象に公開講座「子どもを守る」を開催 
１０月１１日（木）に草津市立「市民交
流プラザ」（ＪＲ南草津駅前）を会場に
して、公開講座「子どもを守る」の第１
回目を開催しました。 
当日はコーディネータである竹内教
授（小児科学講座）による開講あいさ
つに引き続き、「こんなときどうしたら
よいですか」をテーマに、加藤助教
（小児科）から熱を出したときの対応
を、高野講師（小児科）からけいれん
を起こしたとき、元気がないときの対
応について講演を行いました。 
会場内は若いお母さんに加え、お父
さんの姿も見られ、いざというときの
対応についてみなさん熱心にメモを
取り聞いておられました。 
この公開講座「子どもを守る」は全３
回のシリーズで、１０月１８日（木）、１
０月２５日（木）にも開催しました 子どものいざというときの対
応について講演を行いました
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１月 ９日     外国人留学生との交流会 
１月１９・２０日  大学入試センター試験 
２月２０日     学外有識者会議 
２月２５・２６日  一般選抜試験 
３月 ３日     ひな祭りコンサート（附属病院） 
３月 ７日     一般選抜試験合格発表 
３月２５日     卒業式 
平成 20年１月～３月の行事予定 滋賀医科大学 
企画調整室 
大学名： 
国立大学法人 滋賀医科大学 
所在地： 
〒５２０－２１９２ 
滋賀県大津市瀬田月輪町 
開学： 
１９７４年１０月１日 
活動内容： 
教育・研究・診療 
大学概要 
役員： 
学長      吉川隆一 
理事（教育等） 馬場忠雄 
理事（医療等） 森田陸司 
理事（経営等） 村山典久 
理事（総務等） 脇坂信夫 
2007びわ湖学生 Festival 『湖上祭』が開催 
初めての試みとして、ビアン
カ船上にて開催しました 
本学が当番校となり、９月２９日
（土）に遊覧船「ビアンカ」船上
にてびわ湖学生 Festival を開催し
ました。「地域との交流」「学生
同士の交流」「環境」の観点か
ら、『湖上祭』と銘打って、環境
をテーマにした講演会やクイズ大
会などで一般参加者と学生（計約
４８０名）との交流を行いまし
た。 
今年で５回目となるびわ湖学生
Festivalは、県内の１３大学から実行
委員が集まり、環びわ湖大学コンソ
ーシアムの共催のもと学生の相互交
流および学生と地域との相互理解を
深めることを目的として毎年開催して
います。 
〒520-2192 
滋賀県大津市瀬田月輪町 
 
TEL: 
077-548-2011 
 
FAX: 
077-543-8659 
 
E-MAIL: 
hqkouhou@belle.shiga-med.ac.jp
 
本学 Web サイト 
URL: 
http://www.shiga-med.ac.jp/ 
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教育関係 
H19.12.16 京都 朝 臨床心理士へ支援講座 
H19.10.3 中日 朝 学生の「里親」制度導入 
H19.10.2 毎日 朝 滋賀医大医学生支援プログラム 
H19.10.2 京都 朝 県内医療担い手養成へ 
研究関係 
H19.12.5 中日 朝 がん診療の研究紹介 
H19.11.19 京都 朝 滋賀医大サルで人工歯根治療実験 
H19.11.15 京都 朝 猿クローン胚からＥＳ細胞（鳥居教授） 
病院関係 
H19.12.23 京都 朝 メタボってなぁに？（前川准教授） 
H19.12.17 京都 朝 子宮内膜症の治療法教えて（高橋助教） 
H19.12.13 京都 朝 外国籍住民に医療通訳必要（畑下教授） 
H19.12.5 毎日 朝 メタボ再考 揺らぐ診断基準 
H19.12.5 京都 朝 ナノテク治療実用化（大津でフォーラム） 
特集 扶桑社   最強ドクター治せる！１０８人（浅井教授） 
2007/9 月号 月刊現代   ３大都市圏：「心臓手術」に強いトップ３０病院 
H19.12.17 ﾌﾟﾚｼﾞﾃﾞﾝﾄ   頼れる病院 危ない病院 
H19.11.15 京都 朝 助産師養成所設置へ（野田教授） 
H19.11.5 京都 朝 メタボってなぁに？ 
H19.11.4 読売 朝 主要病院の胃ガン手術実績 
H19.10.27 京都 朝 滋賀医大付属 元看護師対象、あす初の見学会 
H19.10.24 毎日 朝 医学生支援に「里親」制度 
H19.10.23 中日 朝 医大生臨床研修 県内充足率全国６位 
H19.10.17 滋賀報知 朝 滋賀医大病院の新病棟完成 
H19.10.18 読売 朝 脳死移植 62例目 
H19.10.17 中日 朝 62 例目の脳死移植 
H19.10.16 読売 朝 大津で脳死判定６３例目 
H19.10.13 毎日 朝 「オストメイト」テーマきょう医療フォーラム 
H19.10.12 朝日 朝 周産期医療が危ない 
H19.10.11 朝日 朝 国立大学附属病院４割が実質赤字 
H19.10.2 朝日他 4紙 朝 病院に脅迫メール容疑で元患者逮捕 
社会貢献関係 
H19.12.24 京都 朝 作業所商品に認証制度（垰田准教授） 
H19.11.14 京都 朝 社会環境や健康観重要に（西山教授） 
H19.10.13 京都 朝 メタボってなぁに？あなたは大丈夫！ 
H19.10.9 読売 朝 健康教育学習会「メタボリックシンドロームって何？」 
その他 
H19.12.20 毎日他 4紙 朝 滋賀医科大学長に馬場氏を選出 
H19.12.2 読売 朝 生活習慣 成績に影響（宮崎教授） 
H19.11.29 毎日 朝 滋賀医大附属病院でライトアップ 
H19.11.28 京都 朝 サボテン食べる食文化に驚き 
H19.11.27 京都 朝 滋賀医科大管弦楽団 
H19.11.27 京都 朝 広がる寄付講座 
H19.11.17 読売 夕 目の健康を考える公開市民講座（大路教授） 
H19.11.6 読売 朝 滋賀医科大学公開講座「市民の健康と栄養を考える会」 
H19.10.26 中日 朝 滋賀医科大学公開講座「食と健康情報」 
H19.10.9 京都 朝 文科省出身者６５人「天下り」京滋５大学に理事 
 
報道された滋賀医科大学 （平成19年 10月～12月） 
